
令和元年度 駿河区魅力づくり事業「区民(わたしたち)の提案プロジェクト」

 「スルガフェス in登呂」の実施について 

令和元年８月 26日現在      

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開催の経緯 

駿河区の魅力発信としてふさわしい登呂エリアを舞台に、若者を軸と 

したイベントを実施。地域と学生の関わりを意識したイベントとし、区内 

にある地域資源が持つ潜在的な魅力を市内外に発信するとともに、 

同エリアにある登呂博物館、芹沢銈介美術館と連携した賑わいを創出する。 

 

 

駿河区民に若者（学生）が多いにも関わらず、歴史ある登呂エリアに出かける機会が少な

いことに加え、駿河区の地域資源を知る機会（キッカケ）もないことから、このイベントを

通し、多くの若者に、登呂をはじめとした多くの魅力を知ってもらいたい。 

 

２ 企画概要 

日時：令和元年 10月下旬 場所：登呂エリア 

区長とのまちみがきセッションによる提案 

H30年度に学生を対象とした「区長とまちみがきセッション」を実施（全４回）。30人の大学

生が『駿河区の地域資源の発掘』をテーマに話し合い、もっと地域のことを同世代に知ってもらお

う！と、地域の賑わいづくりのための６つの提案を受けた。 

 
行財政改革審議会による諮問・答申による登呂エリアの活性化 

H30年度市長が同審議会に対し「歴史・文化資源の活用及びその周辺地域との連携による地域

活性化について ～登呂エリアをモデルとした歴史・文化資源の活用方策～」を諮問。 

答申では、以下の３つが挙げられた。 

■市外（県外・圏外）からの誘客を図る 

 ■訪れた人が楽しむ 

 ■地域に対する愛着を生む（登呂エリアに関わる人づくり） 

学生からの提案を１つにまとめ、本年度、登呂エリアで地域資源を知ってもらうイベントを 

開催することとした。これまでも、学生との意見交換や大学との連携を行ってきたが、学生と 

区が協働でイベントの企画や運営を行う取組は、これまでにない初めての試みであり、 

複数の大学を有し、多くの学生が住む駿河区ならではの特色ある取組 

学生たちの想い 

 
初めての試み！ 

区が掲げる「若い力を活用したまちづくり」を具現化 

３ イベント内容 

内容：「地域資源を活用した地域の魅力の発信」を 

達成するため、右の３つのテーマによる、 

様々なコンテンツを提供 
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詳しい事業内容については、 

９月 19日（木）市長記者会見で発表 

します。お楽しみに！ 

『アート・音楽』 ▲◀写真はイメージ 


